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宮
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そ
う
し
ょ

じ
　
ぞ
う
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一
宮
市
内
に
は
岐
阜
街
道
と
美
濃
路
が
通
っ
て

お
り
、
宿
場
と
し
て
岐
阜
街
道
の
一
宮
宿
、
美
濃

路
の
萩
原
宿
と
起
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
街
道

に
は
旅
人
の
旅
程
の
目
安
と
な
る
一
里（
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）毎
に
一
里
塚
が
築
か
れ
、
市
内
に
は
、

岐
阜
街
道
の
一
宮
一
里
塚
（
公
園
通
）
、
美
濃
路
の

高
木
一
里
塚
（
萩
原
町
）
と
冨
田
一
里
塚
（
冨
田
）
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
道
の
両
側
に
そ
の
姿
を

残
し
て
い
る
の
は
、
冨
田
一
里
塚
だ
け
で
す（
国
指

定
史
跡
）。

　
今
回
は
岐
阜
街
道
の
一
宮
一
里
塚
に
つ
い
て
、

明
治
時
代
に
役
場
が
作
成
し
た
文
書
（
公
文
書
等
）

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
岐
阜
街
道
は
現
在
の
稲
沢
市
井
之
口
か
ら
岐
阜

市
に
至
る
街
道
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
名
古
屋

城
下
へ
至
る
街
道
と
し
て
、
尾
張
藩
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
街
道
を
使
っ
て
、
清

流
長
良
川
で
捕
れ
た
鮎
を
尾
張
藩
が
将
軍
家
へ
献

上
し
て
い
た
た
め
、
別
名
鮎
鮓
街
道
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
歴
代
尾
張
藩
主
の
事
跡
を
編
纂
し
た「
御
日

記
頭
書
」一（『
名
古
屋
叢
書
第
五
巻
』）に
よ
れ

ば
初
代
藩
主
義
直
の
時
代
、
元
和
五
年（
一
六

一
九
）に
将
軍
家
へ
鮎
鮓
献
上
を
始
め
た
と
い

う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
『
尾
張
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
て
い

る
「
一
宮
一
ノ
鳥
居
・
地
蔵
寺
」
を
み
る
と
、

岐
阜
街
道
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
真
清
田
神
社
の

一
ノ
鳥
居
が
建
て
ら
れ
、
両
側
に
二
つ
の
塚

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
明

治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
「
地
籍
図
」
に
よ
る

と
、
一
里
塚
付
近
の
道
幅
は
三
〜
四
間
、平
均

六
・
三
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
公
園
通
四
丁
目
、
富
士
社
境
内（
真
清
田
神
社
御

旅
所
）の
西
南
角
に
昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）旧

下
町
区
十
四
ヶ
町
の
有
志
に
よ
っ
て
、「
岐
阜
街
道

一
宮
一
里
塚
跡
」の
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
碑
の
裏
側
に
は
、

岐
阜
街
道
と
一
宮
一
里
塚

▲▲ 一宮一ノ鳥居部分（『尾張名所図会』後編　巻之一より）

ê
「
岐
阜
街
道
一
宮
一
里
塚
跡
」（
一
宮
市
公
園
通
）
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岐
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宮
一
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一
ノ
宮
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居
跡

（1：2,500）

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、

「
相
当
の
代
価
を
以
っ
て
一
般
の
入
札
払
い
に
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。

　
塚
に
は
、
幹
の
目
通
り
七
寸（
約
二
十
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）、高
さ
一
間（
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）の
榎

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
東
側
の
塚
は
三

角
形
、
西
側
の
塚
は
長
方
形
の
形
状
で
し
た
。

　
よ
り
具
体
的
な
形
状
は
、
次
の
「
地
籍
図
」
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
地
籍
図
」
は
、
明
治
十

七
年
の
愛
知
県
達
乙
第
四
十
四
号
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
、
郡
区
役
所
・
戸
長
役
場
か
ら
県
へ
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
「
地
籍
図
」
の
中
央
部
、
緑
色
で
塗
ら
れ
た
二
箇

所
が
、一
里
塚
で
す
。
そ
の
真
ん
中
、
赤
色
で
塗
ら

れ
た
太
い
道
が
岐
阜
街
道
で
す
。

ひ
と
つ
も
と

い
ち
　り
　
づ
か
じ
ゅ
う
よ
ん
　ぶ
　
　
た
だ
し
え
の
き
い
っ
ぽ
ん
　

め
ど
お
り

え
の
き

こ
　
ち
ょ
う

じ
ょ
う
し
ん
ど
め

ち
　
は
ら
い
　さ
　
げ
　
の
　
　
ぎ
　
お
ん
と
ど
け

じ
ょ
う

た
け
い
っ
け
ん

　
　
こ
こ
よ
り
南
へ
二
十
メ
ー
ト
ル
の
所
に
岐
阜

　
　
街
道
を
は
さ
み
、
東
西
に
一
里
塚
の
榎
が
そ

　
　
び
え
て
い
た

と
あ
り
ま
す
。
現
在
、「
真
清
田
神
社
一
の
鳥
居
跡
」

の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
辺
り
に
一
宮
一
里
塚
が
あ

り
ま
し
た
。

　
す
で
に
今
日
で
は
、
そ
の
姿
を
み
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た
公
文
書

等
で
そ
の
姿
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
一
里
塚
は
江
戸
時
代
、
尾
張
藩
の
管
理
で

あ
っ
た
た
め
、
明
治
初
年
の
上
知
令
に
よ
っ
て
、

明
治
政
府
に
没
収
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
宮

村
へ
払
い
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
書
類
が

博
物
館
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
明
治
十
二
年
一

月
・
上
申
留
・
中
島
郡
一
宮
村
戸
長
役
場
』
）
。

　
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
二
十
日
付
「
上

地
払
下
ヶ
之
儀
御
届
」
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
字
下
町
三
十
三
番

　
　
一
元
壱
里
塚
拾
四
歩
　
但
榎
壱
本
　
目
通
七
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
壱
間

　
　
　
　
字
同
四
十
四
番

　
　
一
元
壱
里
塚
拾
四
歩
　
但
榎
壱
本
　
目
通
七
寸

　

丈
壱
間

　
上
の
図
は
、

書
類
に
添
付

さ
れ
た
も
の

で
す
。
太
い

道
が
岐
阜
街

道
で
、
そ
の

両
側
に
塚
と

　
一
宮
一
里
塚
に
つ
い
て
は
昭
和
十
四
年（
一
九
三

九
）に
刊
行
さ
れ
た
『
一
宮
市
史
』
下
巻
に
よ
る
と
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
宅
地
に
変
更
さ
れ
、

翌
十
四
年
に
大
蔵
省
よ
り
民
間
へ
払
い
下
げ
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
「
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
五
月
の
現
状
に
よ
れ

ば
」
と
し
て
、
当
時
の
榎
の
大
き
さ
は

幹
の
目
通
り
四
尺
三
寸
五
分
（
約
一
三

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、高
さ
二
間
余（
約

三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
姿
を
消
し
た
一
宮
一
里
塚
で

す
が
、
過
去
の
文
書
を
紐
解
く
と
、
当

時
の
情
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
公
文
書

は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の
社

会
情
勢
の
変
化
を
伝
え
る
上
で
貴
重
な

歴
史
的
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
を
読
み
解

く
こ
と
で
、
時
代
の
流
れ
を
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　（
一
宮
市
博
物
館
学
芸
員

石
黒
智
教
）

　
　
た
つ

ê
「
上
地
払
下
ヶ
之
儀
御
届
」
添
付
図

ê

明
治
十
七
年
地
籍
図
中
島
郡
一
宮
村
甲（
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
）

　
ë

現
在
の
地
図
に
重
ね
た
岐
阜
街
道
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加入団体の紹介 （洋画部門）尾西ガリバンバンの会（びさいガリバンバンのかい）

加入団体の紹介 民謡長澤会（みんようながさわかい） （声楽・合唱部門）

ë
長
澤
会
民
謡
ま
つ
り
　

　
　
　
友
情
出
演
の
皆
さ
ん
と

ë
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
展
に
て

【問合せ先】中島　あさ子　A61－3440

【問合せ先】長澤　昌子　A62－6768

　私達の会は“目と心の感動を自分の世界で描く”

ということを目標に、旧尾西市の文化講座「絵

手紙入門」で学んだ仲間達により水彩画勉強会

として発足し、今秋で９年になります。

　毎月２回金曜日の午前中に尾西南部生涯学習

センターで小川護先生の熱い指導のもと、自由

な発想で自分の世界を描きたいと頑張っています。

　より良い作品を描くために、悩み、行き詰っ

てしまうこともありますが、納得のいく作品が

描き上がったときの歓びは格別です。

　発表の場は年３回あり、春に三岸節子記念美

術館にて小川先生の門下５グループが合同で開

催するＭＯＲＥ展、夏は尾西南部生涯学習セン

ターで発表し、秋にはギャラリーるぼでもガリ

バンバン水彩画展を開催します。また７月から

は地域への恩返しの第一歩として、老人保健施

設に会員の作品展示も始めました。広く発表す

ることで交流と研鑽を積む力をいただいています。

　民謡長澤会では、下は小学生から上は80歳以

上と、大変幅広い年齢層の会員で日々楽しく民

謡・三味線・太鼓の稽古をしています。

　みんながそろって行う稽古以外にも、月３回

ほどの個人レッスンも行っています。個人レッ

スンでは、納得できるまでじっくり練習するこ

とができ、充実した時間を過ごすことができま

す。

　発表の場は毎年４月に、民謡長澤会主催の民

謡まつりを尾西グリーンプラザで開催し、11月

には尾西市民会館で開催される尾西芸能祭にも

参加しています。また時には声をかけていただ

いた介護施設へ慰問で訪れ、演奏を披露してい

ます。

　聞きに来てくださった方に素晴らしい演奏を

披露し、満足していただけるように、毎年頑張

って稽古をしています。

　子供から大人までそろって稽古に励み、心を

　他にも年１回、１泊のスケッチ旅行があります。

季節の移ろいを感じる開放感溢れる素晴らし景

色に心を癒され、夕食時には会員同士でスケッ

チ作品を発表しあう楽しい時間を過ごすことが

でき、絆も深まります。

　これからも絵画生活で豊かな心を耕し、感性

を高め、明るく楽しい人生を送りたいと思って

います。お気軽にお出かけ下さい。会員一同お

待ちしています。

込めて演奏すれば、自然に明るく楽しくなり、

達成感も得ることができます。また、三味線や

太鼓の音は心の底に響いてとても心地よく、ス

トレス解消につながります。

　ぜひ一緒に楽しんでみませんか。いつでも見

学できますので、お気軽にご連絡下さい。

モ　　 ア　
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

千秋老人俳句クラブ（ちあきろうじんはいくクラブ）

茶道裏千家（さどううらせんけ）

ë
楽
し
い
俳
句
会

【問合せ先】寺澤　辰子　A76－0095

（茶道部門）

（俳句部門）

　自然を俳句にしてみませんか。

　千秋老人俳句クラブは、俳句の上達を目標に

俳句好きな仲間達が集まり、平成元年に設立し

ました。

　当初は月１回、季節の季題季語を見つけ、素

材も自由に詠む「当季雑詠」を５句持ち寄り、

互選をして各々意見を述べあいました。講師の

柴田先生からの熱心な指導もあり、年々、年を

重ねるごとに、華やかな作風の俳句だけではなく、

風格や深みのある句も詠むことができるように

なってきました。また、新しい仲間の加入もあり、

作句の意欲を更に掻き立ててくれる新たな原動

力になっています。

　現在も毎月１回、当季雑詠６句を持ち寄り互

選し、俳句の上達に励んでいます。自分の句と

の表現方法の違い一つをとっても、学ぶべきこ

とは大変多く、学べば学ぶほど俳句の世界の奥

深さを改めて感じます。

　毎年発刊されています文芸誌「いちのみや文芸」

にも力作を投稿しようと、会員一同頑張ってい

ます。

　近くの名所、旧跡から日本の四季にいたるまで、

色々な俳句を詠んで一緒に一喜一憂してみませ

んか。毎月第１木曜日の午後に千秋公民館で活

動しています。気軽に当会へお出掛け下さい。

お待ちしています。

ë
妙
興
寺
茶
会
に
て

【問合せ先】岩田　宗晋　A78－5782

　　先ずはお茶を一服どうぞ。

　確かにお茶の世界は奥行きが深いです。これか

らお茶を楽しもうとする人にとってはなかなか狭

い門を潜る様で、窮屈で取り付き難い印象を与え

ているのではないでしょうか。既にお茶を学んで

いる方であれば、難しい課題を一つずつ乗り越え、

奥に進んでいく喜びを感じてみえることでしょう。

　茶道が今日まで日本の伝統文化として伝えられ

てきたもとには、先人たちの深い思い入れがあり「喫

茶去」の精神もあって、先ずはお茶を一服どうぞ、

と云う心で楽しんできたからではないでしょうか。

学校茶道から、初歩の方々や深く追求したい方迄

広く門戸を開いています。是非、一歩足を踏み入

れて見てください。時には話がはずみ脱線するこ

ともあります。しかし、楽しい中にも「茶の精神」

を取り入れ、そうした様々なきっかけから、多く

の方にお茶の良さを知って頂き、楽しく稽古して

いただけるのではないかと思います。私達のクラ

ブには、各地区に師匠がいます。お近くの先生も

紹介します。是非、電話でお問い合わせ下さい。

きっと楽しい明日が開けてきます。

　又、クラブ活動の一貫として、手軽にお茶を味

わって戴ける一宮七夕まつり協賛事業の納涼茶会、

10月の芸術祭参加事業の市民茶会、11月の妙興寺

での一宮茶道連盟茶会等で活動しています。気軽

に参加して、お茶の楽しさを感じ取って戴ければ

幸いです。
きっ　　

さ　こ　　
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第66回
今年の「一宮市芸術祭」は
次のとおり開催されます。
ぜひお出掛けください。

団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

一 宮 美 術 作 家 協 会博物館常設展
観覧料２００円一宮市博物館AM9：３０～PM5：００

（１８日はPM４：３０まで）
9 月 3 日 º

　～１８日∂

2011　　　　　
一宮美術作家協会展

楽 し く 描 こ う 会

入場無料

尾西歴史民俗
資 料 館

AM9：００～PM5：００
（１１日はPM3：３０まで）9月０6日∏

　～１１日∂

楽しく描こう会
水 彩 画 展

グループ絵ごころ三美会

三岸節子記念
美 術 館

AM9：００～PM5：００
（6日はPM1：００～、
１１日はPM4：００まで）

三 美 会 展

尾 西 美 術 連 合AM9：００～PM5：００
（２３日はPM４：００まで）

9月１７日º

　～２３日¥
第 ˘ 回 尾 西 展

花 千 会
AM ：̇００～PM5：００
（１７日はPM1：００～、
１９日はPM4：００まで）

9月１７日º

　～１９日¥
押 花 作 品 展

一 宮 写 真 協 会博物館常設展
観覧料２００円一宮市博物館AM１０：００～

PM5：００
9月２２日∫

～１０月2日∂
選 抜 写 真 展

麗 筆 会

入場無料

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～PM5：００
（２５日はPM4：００まで）

9月２３日¥

　～２５日∂
第４７回　麗筆会展

坂 東 流 百 喜 久 会尾西市民会館PM０：３０～
PM４：３０9月２５日∂

師 籍 6 0 周 年 祝
坂 東 流 百 喜 久 會

尾 西 作 家 協 会
三岸節子記念
美 術 館

AM９：００～PM５：００
（２７日はPM 0：００～、
2日はPMı：００まで）

9月２７日∏

～１０月2日∂

第˙回
尾西作家協会展

桃 墨 会第13回　　　　
桃 墨 会 展

尾 張 も め ん 伝 承 会玉 堂 記 念
木曽川図書館

AM１０：００～PM６：００
（2日はPM4：００まで）

9月２８日π

～１０月2日∂

第22回　　　　
手つむぎ・染め・織り展

楽陶会　日中古墨書道
友 好 協 会 尾 張 支 部

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～PM５：００
（9日はPM4：００まで）

１０月6日∫

～9日　∂
楽 陶 会 &
日中古墨書道展¡

一 宮 狂 俳 壇 連 盟葉栗公民館PM１：００～
PM４：００１０月8日º狂 俳 大 会

尾 西 俳 句 会８００円尾 西 生 涯
学習センター

AM１０：３０～
PM４：３０１０月9日∂尾 西 俳 句 大 会

一 宮 茶 道 協 会１，５００円真清田神社AM１０：００～
PM３：００１０月１０日¥市 民 茶 会

た ん ぽ ぽ の 会入場無料尾西歴史民俗
資 料 館

AM9：００～PM5：００
（１６日はPM3：３０まで）

１０月１０日¥

　～１６日∂
水 彩 画 発 表 会

１冊　８００円
随想・随筆、現代詩、漢詩、短歌、俳句、川柳、狂俳の市民文芸集

１０月１５日º

いちのみや文芸２０１１
発 刊

講師：落合恵子さん
（作　家）入場無料

尾西市民会館

PM１：００～
PM２：３０文 化 講 演 会

一宮シティー室内管弦楽団１，０００円PM２：００～
PM４：００１０月１６日∂

一宮シティー室内管弦楽団
第１８回定期演奏会

い ぶ き

入場無料

尾西歴史民俗
資 料 館

AM９：００～PM５：００
（２３日はPM3：３０まで）

１０月１８日∏

　～２３日∂
いぶき　水彩画展

一 宮 謡 曲 同 好 会産業体育館AM９：３０～
PM４：３０１０月２３日∂秋 季 謡 曲 大 会

パ レ ッ ト 会尾西歴史民俗
資 料 館

AM9：００～PM4：3０
（30日はPM3：３０まで）

１０月２５日∏

　～３０日∂

第 ˆ 回　 　 　
パレット水彩画展

山 ぶ ど う の 会一宮スポーツ
文化センター

AM9：３０～PM5：００
（30日はPM4：００まで）

１０月２７日∫

　～３０日∂

第11回　　　　
山ぶどうの会展
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団　体入 場 料
参加料等開催場所時　間期　日行　事

旭 雅 楽 会

入場無料

一宮市民会館PM１：３０～
PM３：００

１０月２７日∫雅 楽 演 奏 会

土 筆 の 会一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PM５：００

１０月２８日ª

　～３０日∂
土 筆 の 会 展

一 宮 合 唱 協 会尾西市民会館PM０：３０～
PM４：３０

１０月３０日∂
第35回
一 宮 合 唱 祭

一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会

一宮スポーツ
文化センター

AM９：３０～
PM４：３０

１１月Ù日¥

一宮吟剣詩舞道大会

一 宮 俳 句 協 会８００円AM１１：００～
PM４：３０俳 句 大 会

一 宮 華 道 連 盟入場無料AM１０：００～PM4：００
（6日はPM3：４５まで）

１１月5日º

　～ 6日∂
一宮市民華道展

一 宮 舞 踊 協 会１，０００円一宮市民会館PM０：００～
PM３：３０

１１月6日∂

第59回
合 同 舞 踊 公 演

一 宮 現 代 詩 協 会５００円一宮スポーツ
文化センター

PM１：００～
PM４：００

一 宮 現 代 詩 祭

一 宮 茶 道 連 盟８，０００円妙 興 寺AM９：００～
PM３：００

１１月１３日∂

一宮茶道連盟茶会

真 清 短 歌 会５００円一宮スポーツ
文化センター

PM１：００～
PM４：３０短 歌 大 会

一 宮 音 楽 家 協 会１，０００円尾西市民会館
PM２：００～

PM４：００

第３９回一宮音楽家協会 
定 期 演 奏 会

一宮第九をうたう会一般１，５００円
学生１，０００円アイプラザ一宮第16回

一宮市民音楽会

尾西芸能祭実行委員会

入場無料

尾西市民会館

PM０：００～
PM４：００１１月１９日º

　～２０日∂

尾 西 芸 能 祭

尾西華道展・お茶会
実 行 委 員 会

AM１０：００～
PM４：００

（お茶会はPMÙ：００まで）
尾西華道展・お茶会

一 宮 三 曲 協 会一宮スポーツ
文化センター

AM１１：００～
PM４：００１１月２３日¥三 曲 演 奏 会

尾西ガリバンバンの会ギャラリー
る ぼ

AM１０：００～
PM５：００

（２８日はPMı：００まで）

１１月２３日¥

　～２８日∑

ガ リ バ ン バ ン
水 彩 画 展

õ 中 部 日 本 書 道 会
一 宮 支 部

一宮スポーツ
文化センター

AM１０：００～
PM４：００

（２６日はPM1：００から）

１１月２６日º

　～２７日∂

第５７回中部日本書道会
一 宮 支 部 展

第40回　一宮支部
学 生 書 道 展

曾山流樹徳吟詠会山瑩会尾西商工会館AM９：４５～
PM４：００

１１月２７日∂

曾山流樹徳吟詠会山瑩会
錬 成 会

尾西ウィンドオーケストラ一般１，０００円
中学生以下無料尾西市民会館PM２：００～

PM４：００
尾西ウィンドオーケストラ
第７０回定期演奏会

水 絵 の 会入場無料三 岸 節 子
記念美術館

AM９：００～PM5：００
（２９日はPM1：００～、
4日はPM4：００まで）

１１月２９日∏

～１２月4日∂
水 絵 の 会 展

一 宮 市 民 吹 奏 楽 団前売４００円
当日５００円一宮市民会館PM１：３０～

PM３：３０１２月１１日∂
一宮市民吹奏楽団
第３６回定期演奏会

安 美 ＆ コ ン ブ リ オ
入場無料

尾西市民会館PM２：００～
PM４：００１２月１８日∂

安美＆コンブリオ
クリスマスコンサート

一 宮 漢 詩 濤 聲 會豊島図書館AM１０：３０～
PM３：３０１２月２４日º

森春濤顕彰講演会と
濤聲會会員の漢詩作品発表会
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特
別
展「
一
宮
写
真
協
会
選
抜
写
真
展
」

日
時
e
９
月　

日
∫
〜　

月
２
日
∂

２２

１０

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

　
　
　

月
曜
休
館
。
以
下
同
じ
）

内
容
e
感
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
表
現
力

　
　
　

で
熱
い
思
い
を
込
め
た　

人
の

３２

　
　
　

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

市
制
施
行　

周
年
記
念「
絹
谷
幸
二
展
」

９０

日
時
e　

月
８
日
º
〜　

月　

日
∂

１０

１１

２７

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　
（　

月　

日
∑
は
開
館
、　

月　

１０

１０

１０

１１

　
　
　

日
∏
、　

月
４
日
ª
、　

日
∫

１１

２４

　
　
　

休
館
）

内
容
e
現
代
日
本
洋
画
界
の
牽
引
者
で

　
　
　

あ
る
絹
谷
幸
二
氏
の
初
期
か
ら

　
　
　

現
在
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ

　
　
　

セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
作
品
を
展

　
　
　

示
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
０
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

企
画
展
「
２
０
１
１
一
宮
市
現
代
作
家

美
術
秀
選
展
」

日
時
e　

月
３
日
º
〜　

日
∂

１２

１８

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
第　

回
一
宮
市
美
術
展
市
長
賞

６９

　
　
　

受
賞
者
、
依
頼
出
品
者
、
各
協

　
　
　

会
推
薦
者
の
作
品
を
展
示
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
佐
分
眞
展
―
洋
画
界
を
疾
走

し
た
伝
説
の
画
家
―
」

日
時
e　

月
８
日
º
〜　

月　

日
¥

１０

１１

２３

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

　
　
　

月
曜
休
館
、
た
だ
し　

月　

日

１０

１０

　
　
　

∑
は
開
館
、　

月　

日
∏
、　

１０

１１

１１

　
　
　

月
４
ª
日
は
休
館
、以
下
同
じ
）

内
容
e
フ
ラ
ン
ス
に
遊
学
し
、
若
き
情

　
　
　

熱
を
傾
け
た
パ
リ
時
代
の
成
果

　
　
　

を
中
心
に
、
昭
和
初
期
の
洋
画

　
　
　

界
を
疾
走
し
た
画
家
の
仕
事
を

　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

６
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

３
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

〜
「
佐
分
眞
展
」
関
連
事
業
〜

【
美
術
館
講
演
会
】

日
時
》　

月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１０

２９

講
師
》
岡
部
昌
幸
氏（
帝
京
大
学
教
授
・

　
　
　

美
術
評
論
家
）

内
容
》「
帝
展
画
家
た
ち
と
佐
分
眞
」と

　
　
　

題
し
、
佐
分
眞
の
画
業
を
ひ
も

　
　
　

と
き
ま
す
。

会
場
》
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
》
１
０
０
名　

※
聴
講
無
料

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時
》　

月
８
日
º
午
後
５
時　

分
〜

１０

３０

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

内
容
》
バ
ル
・
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト

　
　
　
「
パ
リ
の
街
角
を
奏
で
る
」　

　
　
　

演
奏
・
モ
ン
ジ
ュ
ー

定
員
》
１
０
０
名

入
場
料
》
１
、
０
０
０
円
（
特
別
展
・

　
　
　

常
設
展
の
観
覧
料
含
む
）

　
　
　

９
月　

日
º
よ
り
美
術
館
受
付

１０

　
　
　

に
て
販
売
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

日
時
》　

月　

日
º
・　

月　

日
º

１０

２２

１１

１９

　
　
　

午
後
２
時
〜

内
容
》
担
当
学
芸
員
が
特
別
展
「
佐
分

　
　
　

眞
展
」
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し

ま
す
。

※
要
特
別
展
観
覧
料
・
定
刻
に
美
術
館

受
付
前
に
集
合
。

常
設
展
「
三
岸
節
子　

風
景
画
家
と
し

て
―
滞
欧
期
―
」

日
時
e　

月
８
日
º
〜
１
月　

日
∂

１０

２２

「SETOUCHI」　
川原孝文

8

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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（
祝
日
は
開
館
、月
曜
日
と
祝
日

　
　
　

の
翌
日
と　

月　

日
π
〜
１
月

１２

２８

　
　
　

4
日
π
は
休
館
）

内
容
e
三
岸
節
子
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

　
　
　

で
独
自
の
視
点
で
詩
情
豊
か
に

　
　
　

描
き
出
し
た
風
景
画
に
焦
点
を

　
　
　

あ
て
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

愛
知
万
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
継
承
事
業

「
イ
タ
リ
ア
映
画
上
映
会
」

日
時
e　

月
下
旬
〜　

月
中
旬

１１

１２

内
容
e
イ
タ
リ
ア
と
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

　
　
　

プ
事
業
と
し
て
イ
タ
リ
ア
映
画

　
　
　

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

入
場
料
e
３
２
０
円
（
要
常
設
展
観
覧

　
　
　

料
）

せ
つ
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
＊　

月
12

コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
ク
リ
ス
マ
ス

日
時
e　

月　

日
º

１２

１７

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

内
容
e
新
聞
、
広
告
、
雑
誌
な
ど
を
切

　
　
　

り
抜
い
て
貼
っ
て
、
世
界
に
一

　
　
　

つ
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作

　
　
　

り
ま
し
ょ
う
。

対
象
e
小
学
校
１
年
〜
中
学
生

申
込
み
e「
往
復
は
が
き
」か「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」

　
　
　
　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
　
　
　

開
催
日
の　

日
前
ま
で
に
美

１０

　
　
　
　

術
館
へ
。

※
要
参
加
費
・
定
員
有
り

特
別
展
「
江
戸
時
代
の
旅
」

日
時
e　

月
１
日
º
〜　

月
４
日
∂

１０

１２

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

　
　
　

月
曜
休
館
。
た
だ
し　

月　

日

１０

１０

　
　
　

∑
は
開
館
、　

月　

日
∏
、　

１０

１１

１１

　
　
　

月
４
日
ª
、　

日
∫
は
休
館
）

２４

内
容
e
江
戸
時
代
は
旅
行
の
時
代
で
す
。

　
　
　

旅
人
の
残
し
た
道
中
日
記
や
宿

　
　
　

場
の
諸
記
録
を
中
心
に
知
ら
れ

　
　
　

ざ
る
旅
行
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

第　

回
も
み
じ
ま
つ
り

１１
日
時
e　

月　

日
º
・　

日
∂

１１

２６

２７

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　
　
　
（
お
茶
会
は
３
時
ま
で
）

内
容
e
旧
林
家
住
宅
を
会
場
に
お
茶
会

や
山
野
草
展
、
筝
の
演
奏
な
ど

を
２
日
間
に
わ
た
り
催
し
ま
す
。

入
場
料
e
無
料（
お
茶
会
は
３
０
０
円
）

「
読
み
聞
か
せ
講
習
会
」

日
時
e　

月　

日
ª
〜　

月
９
日
ª
の

１１

１１

１２

　
　
　

毎
週
金
曜
日
（
連
続
５
回
）

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
読
み
聞
か
せ
に
役
立
つ
絵
本
の

　
　
　

見
せ
方
と
読
み
方
と
お
話
の
小

　
　
　

道
具
製
作

講
師
e
図
書
館
み
の
り
の
会
会
員

　
　
　

宗
宮　

尚
子

参
加
料
e
無
料

定
員
e　

名
２０

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子　
�
S
o
n
g

s 
W
i
t
h　
Y
o
u
r　
L
i
f
e　
C

o
n
c
e
r
t
�
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ツ
ア
ー

〜
あ
り
が
と
う　

年
〜

２５

日
時
e　

月
９
日
∂
午
後
３
時　

分
〜

１０

３０

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

入
場
料
e
６
、０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

ま
ほ
う
の
夜
の
音
楽
会　
2
0
1
1

「
J
o
u
r
n
e
y　
〜
夢
に
向
か
っ
て
」

日
時
e　

月　

日
ª
午
後
７
時
〜

１０

１４

　
　
　

※
開
場
は
開
演
１
時
間
前

入
場
料
e
Ｓ
席
８
、０
０
０
円

　
　
　
　

Ａ
席
６
、５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

１
３
８
い
ち
み
ん
ラ
イ
ブ　

ガ
ッ
ト
ギ

タ
ー
＆
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス　

望
月
雄
史

ユ
ニ
ッ
ト

日
時
e　

月　

日
º

１０

２９

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

入
場
料
e
無
料

※
要
整
理
券
（
先
着
２
０
０
名
）

　

９
月　

日
∫
よ
り
配
布

２９

竹
下
景
子
・
宇
梶
剛
士
・
岸
田
茜　
三
人
芝
居

「
あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
」

日
時
e　

月
６
日
∂

１１

　
　
　

午
後
２
時
〜　

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

入
場
料
e
４
、５
０
０
円
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※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

林
家
木
久
扇
・
三
遊
亭
好
楽
二
人
会

日
時
e　

月
４
日
∂

１２

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

入
場
料
e
３
、５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

野
村
萬
斎
狂
言
会

日
時
e　

月　

日
º

１２

２４

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

入
場
料
e
６
、０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

「
県
文
連
美
術
展
」

会
期
e
９
月　

日
∏
〜　

月
２
日
∂

２７

１０

会
場
e
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
e
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
愛
知
県
民
茶
会
」

期
日
e　

月　

日
∂

１１

２０

会
場
e
清
須
市
春
日
公
民
館

茶
券
e
前
売
券
８
０
０
円
（
２
席
）

　
　
　

当
日
券
５
０
０
円
（
１
席
）

　

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

「
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
」

期
日
e　

月　

日
∂

１２

１１

会
場
e
津
島
市
文
化
会
館

入
場
料
e
無
料

出
演
団
体
e
芳
美
会　

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A
（　

）
８
０
４
５

４５

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

２５

１０

２３

　
　
　
　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

１１

２７

１２

２５

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

　
　
　

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A
（　

）
５
５
０
４

７３

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂
・

２５

１１

２７

　
　
　
　

月　

日
∂

１２

１８

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A
（　

）
５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１０

１４

行
先
▼
清
洲
城
（
清
須
市
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円
（
昼
食
は
持
参
）

申
込
み
▼　

月
５
日
π
ま
で
に
事
務
局

１０

　
　
　
　

へ
連
絡　

A（　

）０
０
１
３

８４

　
【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A
（　

）
４
６
５
４

６２

日
時
▼
９
月　

日
∂
・　

月
９
日
∂
・

１１

１０

　
　
　
　

月　

日
∂　

１２

１１

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

　
　
　

指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A
（　

）
６
７
０
２

４５

日
時
▼
９
月　

日
º
・　

月　

日
º
・

１０

１１

１２

　
　
　
　

月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

１０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

　
　
　

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A
（　

）
０
０
１
３

８４

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

１６

会
場
▼
熱
田
社（
千
秋
町
加
納
馬
場
）　

内
容
▼
道
行
打
囃
子
を
演
奏
し
な
が
ら

　
　
　

獅
子
屋
形
を
曳
き
回
し
ま
す
。

10

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
秋
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
馬
場
獅
子
屋
形
打
囃
子
保
存
会

秋
祭
』
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【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A
（　

）
０
０
１
３

８４

日
時
▼　

月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１０

２３

会
場
▼
八
幡
神
社
（
丹
陽
町
重
吉
）

内
容
▼
神
前
に
甘
酒
と
強
飯
を
供
え
、

　
　
　

お
神
楽
を
奉
納
し
ま
す
。
甘
酒

　
　
　

と
強
飯
は
参
拝
者
に
振
る
ま
わ

　
　
　

れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
合
唱
協
会　

女
声

合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
リ
ー
デ
】

　

A
（　

）
１
９
７
１

６２

日
時
▼　

月
４
日
∂　

午
後
２
時
〜

１２

　
　
　

※
開
場
は
開
演　

分
前

３０

会
場
▼
稲
沢
市
民
会
館　

中
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
１
、０
０
０
円

　
　
　

大
森
楽
器
、
坂
野
楽
器
、
星
川

　
　
　

楽
器
に
て
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売

【
会
期
】　　

月　

日
∫
〜　

日
∂　

１１

１７

２０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　
　
　

３０

（
最
終
日
は
４
時　

分
）

３０

【
会
場
】　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

（
一
宮
市
真
清
田
１－

２－

　

）
３０

【
種
目
】　

日
本
画
／
洋
画
／
彫
刻
・
立
体

／
工
芸
／
デ
ザ
イ
ン
／
書
／
写
真

【
主
催
】　

一
宮
市
・
一
宮
市
教
育
委
員
会

【
作
品
搬
入
】　　

月　

日
º
・　

日
∂

１１

１２

１３

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

【
出
品
料
】　

無
料

【
出
品
規
定
】　

未
発
表
作
品
１
種
目
１
点
。

　

中
学
校
卒
業
以
上
の
年
齢
の
者
で
、

市
内
市
外
は
問
わ
な
い
。

【
規
格
】

日
本
画
▼　

号
以
上
１
０
０
号
以
内
で

２０

額
入
り
。
ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も

（
又
は
針
金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

洋
画
▼　

号
以
上
１
５
０
号
以
内
で
額

２０

入
り
。
版
画
は
４
号
以
上
で
額
入
り
。

ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も
（
又
は
針

金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

彫
刻
・
立
体
▼
制
限
な
し
（
安
定
し
て

展
示
で
き
る
作
品
）。

工
芸
▼
制
限
な
し
。
壁
面
展
示
の
作
品

に
は
ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又
は

針
金
）を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

デ
ザ
イ
ン
▼
Ａ
２
サ
イ
ズ
以
上
で
パ
ネ

ル
張
り
。
小
型
は
パ
ネ
ル
に
構
成
。

ポ
ス
タ
ー
フ
レ
ー
ム
可
。（
ポ
ス
タ

ー
・
イ
ラ
ス
ト
・
Ｃ
Ｇ
等
表
現
自
由
）

　

ヒ
ー
ト
ン
及
び
吊
ひ
も（
又
は
針
金
）

を
取
り
付
け
て
お
く
こ
と
。

書
▼　

㎝
×　

㎝
（
３
尺
×
３
尺
）
又

９１

９１

は
１
７
６
㎝
×　

㎝
（
５
・
８
尺
×

４８

１
・
６
尺
）
以
下
。
縦
横
自
由
。
枠

張
り
又
は
額
装
。

　

篆
刻
は
二
印
以
内
で
印
影
の
み
と
し
、

仕
上
が
り
寸
法
は
縦　

㎝
×
横　

㎝

３９

３０

と
す
る
。
刻
字
は
１
㎡
以
内
と
す
る
。

　

規
定
の
用
紙
に
必
ず
墨
書
に
よ
る
釈

文
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
▼
全
紙
以
上
で
パ
ネ
ル
張
り
（
木

製
パ
ネ
ル
に
限
る
）。
額
不
可
。
た

だ
し
、
組
写
真
は
半
切
以
上
２
枚
以

内
。（
作
品
裏
面
で
固
定
す
る
こ
と
）

【
作
品
搬
出
】

　
　

月　

日
∂　

午
後
５
時
〜
７
時

１１

２０

　
（
予
備
日
）　

月　

日
∏　

午
前
９
時

１１

２２

　
　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

一
宮
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
・
文
化

グ
ル
ー
プ

　

電
話（
０
５
８
６
）　－

０
０
１
３
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①行事名 ②団体名 ③問合せ先電話番号 ④日時 ⑤会場 ⑥対象 ⑦参加料 ⑧申込方法  
⑨その他必要事項 

〒493－8511　一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX　0586－86－1809

必要事項 

提 出 先 

この『加入団体の催し』欄に情報を掲載しませんか？ 
このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体のイベント情報を募集します。 

発行月３・６・９・12月の前月１日までに、必要事項を任意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。 
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［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒493－8511　愛知県一宮市木曽川町内割田一の通り27番地

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 4 －0 0 1 3　／　FAX   0 5 8 6 －8 6 －1 8 0 9

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会


